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蘇
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神
火
会
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あ
い
た
し
も
う
た
　
禁
酒
忘
れ
た
喉
仏

ひ
ね
ぐ
り
回
し
　
係
に
は
夢
の
あ
る
積
木

知
ら
ん
振
り
　
孤
児
に
名
乗
れ
ん
訳
の
あ
る

あ
い
た
し
も
う
た
　
風
邪
捕
え
た
貰
い
風
呂

溜
息
　
ま
た
申
告
の
本
が
来
た

あ
ば
―
か
ん
　
名
取
位

ァ
で
お
威
張
る
な

あ
い
た
し
も
う
た
　
賽
銭
箱

ェ
■
逸
ァ

あ
ば
―
か
ん
　
腰
か
ら
上
の
美
人
な
ら

あ
い
た
し
も
う
た
　
赤
札
の
ま
ま
贈

っ
と
る

ひ
ね
ぐ
り
回
し
　
が
め
つ
う
乗
ら
す
ボ
ン
ロ
ツ
■

龍
の
髭
深
々
と
玉
輝
か
し

■
の
水
濁
し
て
何
か
動
く
も
の

時
折
に
降
る
雪
あ
り
て
梅
探
る

降
り
ぐ
せ
を
菜
種
梅
雨
か
と
思
ひ
み
る

春
の
空
ま
る
し
と
眺
め
ま
わ
し
見
る

枯
葎
か
げ
を
奏
で
る
春
の
水

静
け
さ
が
引
き
立
て
く
る
る
芽
木
の
雨

待
ち
わ
び
し
初
音
小
雨
の
中
に
居
て

京
の
寺
玉
砂
利
踏
ん
で
春
の
雨

吾
が
里
の
行
き
つ
戻
り
つ
春
の
雪

人 口

-2月 28日 現在―

9,083人 晏 ::三111:l炎

世帯数………………… 2,595

転入 29  出生 10

転出 23  死亡 6
発行 阿蘇 郡
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子

美

一
イーー‥

咲

紀

紀

実

香

り

り
団犯痺

南
グ
草
の

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

０
社
会
福
祉
協
議
会

∧
香
典
返
し
∨

▽
高
森

・
下
町
の
杉
永
健
次
さ
ん
か
ら

（妻
、
百
合
子
さ
ん
・
６０
歳
死
去
）

▽
高
森

・
天
神
の
後
藤
サ
カ
エ
さ
ん
か

ら

（
父
、
喜
芳
さ
ん
。
８４
歳
死
去
）

▽
高
森

・
旭
通
の
東
秀
也
さ
ん
か
ら

（母
、
紙
谷
喜
く
さ
ん
。
７９
歳
死
去
）

▽
河
原

・
味
鳥
の
熊
川
満
さ
ん
か
ら

（母
、
ケ
サ
ヨ
さ
ん
・
９２
歳
死
去
）

▽
高
森

。
下
町
の
山
村
将
護
さ
ん
か
ら

（祖
母
、
ツ
ム
ヱ
さ
ん
。８０
歳
死
去
）

▽
高
森

・
津
留
の
津
留
武
利
さ
ん
か
ら

（
父
、
武
さ
ん
。
７２
歳
死
去
）

▽
高
森

・
上
在
の
桐
原
郁
雄
さ
ん
か
ら

（父
、
清
保
さ
ん

・
７６
歳
死
去
）

∧

一
般
寄
付
∨

▽
青
山

・
青
山
の
速
山
ス
エ
ト
さ
ん
か

ら
、
米
寿
祝
の
返
礼
に
か
え
て

▽
高
森

・
津
留
の
汁
留
武
利
さ
ん
か
ら

「延
命
寿
会
」

へ

▽
河
原

・
味
鳥
の
熊
川
満
さ
ん
か
ら

「
河
原
福
寿
会
」

へ

▽
高
森

。
上
在
の
桐
原
郁
雄
さ
ん
か
』

「城
山
会
」

へ

③
そ
の
他
の
寄
付

▽
高
森

・
天
神
の
後
藤
サ
カ
エ
さ
ん
か

ら

「青
少
年
育
成
町
民
会
議
」

へ
金

一
封

▽
高
森

。
上
在
の
桐
原
郁
雄
さ
ん
か
ら

「青
少
年
育
成
町
民
会
議
」
へ
金

一

歩
▽
草
部

。
社
倉
の
大
村
正
巌
さ
ん
か
ら

に
部
南
部
小
学
校

へ
一
輪
車
五
台

▽
永
野
原

・
大
檎
木
の
堤
ツ
タ
エ
さ
ん

か
ら
草
部
中
学
校

へ
雑
巾
多
数
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年
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会
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版画カレンダーを製作 ●  0

お も な 内 容

□ 60年度一般会計当初予算……………

□ 定例町議会で可決した主な案件・…

□ 土地取引きは届出を¨̈……………・

□ 仕事にがんばって (就職者激励会)

□ 中央公民館だより……………………

□ みんなの広場…………………………

草南みどりの少年団44人が、野の花の版画カレングーを製作しま

した。 2月 の末から3、 4人が 1グループになり、毎日放課後を利
用して、下絵書き、11多刻、印刷などの作業をしました。出来 L_が っ

たカレンダーは縦55セ ンチ、横40セ ンチの13ペ ージ、月ごとにヒメ
ユリ ハ́ルリンドウ、ユウスゲ、ォォマツコイグサなど阿蘇を代表

する野の花が生き生きと描かれています。
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私
は
若
い

こ
ろ
か
ら
短

歌
や
俳
句
が

好

き

で

し

た
。
で
も
周

囲
に
そ
ん
な

同
好
の
会
は
無
く
、
暇
な
時

一
人
で
短

歌
や
句
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
森
正
六
さ
ん
の
指
導
で
、

河
原
校
区
体
育
文
化
振
興
会
が
で
き
、

心
当
た
り
に
相
談
し
て
同
志
八
人
と
五

十
二
年

一
月
に

「河
原
す
ゝ
き

野

詩

会
」
を
発
足
。
詩
、
句
、
短
歌
な
ど
何

で
も
作
り
、
発
表
し
て
お
互
い
訂
正
し

な
が
ら
楽
し
ん
で
い
く
こ
と
を
中
し
合

わ
せ
ま
し
た
。

以
来
幾
月
か
会
を
重
ね
、
十
月
か
ら

津
留
の
馬
原
岳
人
先
生
の
指
導
を
仰
ぎ

月

一
回
の
句
会
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
岳
人
先
生
は
五
十
五
年
の
夏

ご
ろ
か
ら
病
気
で
入
院
さ
れ
、
翌
五
十

六
年
つ
い
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
以
後

は
近
く
に
指
導
を
仰
ぐ
先
生
も
無
い
ま

対
前
年
度
比
五

・
六
万
卜
の
伸
び

振
興
計
画
基
本
に
事
業
執
行

六
十
年
第

一
回
定
例
町
議
会
は
、
二
月
十

一
日
か
ら
十
八
日
ま
で
会
期

八
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、
六
十
年
度
当
初
予
算
案
、
五
十
九
年
度
最
終

補
正
予
算
案
、
条
例
の
改
正
を
含
む
二
十
三
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
二
十

二
億
六
千
四
百
五
十
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
る
と
五
・
六
で
の
伸
び
と
な

っ
て
い
ま
す
。
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
①
事
務
、
事
業
の
計
画
的
執
行

を
基
調
に
し
た
振
興
計
画
事
業
の
推
進
　
②
事
務
、
事
業
の
見
直
し
、
合

理
化
に
よ
る
徹
底
し
た
節
減
　
③
予
算
運
営
秩
序
の
確
立
と
財
政
の
健
全

性
、
弾
力
性
の
確
保
を
基
本
方
針
と
し
ま
し
た
。

歳
人
の
ト
ッ
プ
は
四
四

。
二
打
を
占

め
る
地
方
交
付
税
、
十
億
円
千
五
百
万

で
対
前
年
度
比
九

・
四
イ
の
伸
び
と
な

っ
て
い
ま
す
。

町
税
は
総
額
二
億
三
千
三
百
三
十
二

万
円
で
対
前
年
度
比

‥
．
・
１
■
の
仲

ま
、
約
十
人
の
会
員
は
相
互
の
研
さ
ん

を
積
み
な
が
ら
今
日
に
至
っ
て

い

ま

す
。
下
手
な
句
な
が
ら
隔
月
ご
と
に
広

報
た
か
も
り
に
投
句
し
な
が
ら
、
五
十

二
年
十
二
月
に

「
す

ヽ
き
野

五

十

句

集
」
を
作
り
、
最
近
ま
た
百
句
集
を
作

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

亡
き
岳
人
先
生
は
日
ご
ろ
か
ら

「
句

を
作
る
こ
と
は
金
が
か
か
ら
な
い
。　
一

び
。
内
訳
は
、
町
民
税

一
億
二
千
二
百

三
十
三
万
円
、
固
定
資
産
税

一
億
三
千

三
百
九
十
五
万
円
、
軽
自
動
車
税
七
百

十
七
万
円
、
た
ば
こ
消
費
税
四
千
三
百

万
円
、
電
気
税
千
六
百
二
十
万
円
、
木

材
引
取
税
六
十
七
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。国
庫
支
出
金
は
総
額
二
億
六
百
六
十

一
万
円
で
、
民
生
費
関
係
の
高
率
補
助

金
の
一
割
カ
ッ
ト
が
あ
っ
た
も
の
の
、

対
前
年
度
比
〇

・
七
摯
の̈
伸
び
と
な
り

ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
児
童
福
祉
、

児
童
手
当
、
老
人
保
健
事
業
な
ど
に
対

す
る
国
の
負
担
金
六
千
五
百
七
十

一
万

円
、
町
道
改
良
、
公
営
住
宅
建
設
な
ど

の
土
木
関
係
補
助
二
千
八
百
七
十

一
万

円
、
防
災
無
線
設
備
の
消
防
関
係
補
助

三
千
万
円
、
草
部
北
部
小
学
校
の
体
育

館
と
給
食
室
の
改
築
、
山
村
広
場
ナ
イ

タ
ー
設
備
な
ど
の
教
育
関
係
補
助
六
千

八
百
三
十
二
万
円
な
ど
で
す
。

県
支
出
金
は
総
額

一
億
五
千
三
百
二

十
八
万
円
で
、
対
前
年
度
比
四

。
六
籍

の
伸
び
。
地
籍
調
査
事
業
、
内
山
老
朽

た
め
池
改
修
、
野
菜
集
団
団
地
育
成
事

業
、
林
道
工
事
な
ど
の
補
助
金
や
児
童

福
祉
な
ど
に
対
す
る
負
担
金
が
主
な
も

の
で
す
。

町
債

（町
の
借
金
）
は
二
億
七
千
百

六
十
万
円
で
、
対
前
年
度
比
三

。
一
打

の
伸
び
。
林
道
整
備
、
町
道
整
備
、
公

営
住
宅
建
設
、
草
部
北
部
小
学
校
の
体

育
館
と
給
食
室
の
改
築
、
山
村
広
場
ナ

イ
タ
ー
設
備
、
防
災
無
線
設
備
な
ど
の

事
業
に
使
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
町
の
借
金
は
六
十
年
度

末
に
は
二
十
五
億
七
千
八
十
九
万
円
に

な
る
見
込
み
で
、
返
済
に
充
て
ら
れ
る

予
算
は
二
億
三
千
四
百
二
十
八
万
円
、

総
予
算
に
占
め
る
割
り
合
い
は
十
四

・

．
ギ
で
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
財
政
運
営

と
な
り
ま
す
。
。
こ
の
た
め
町
で
は
、

返
済
金
の
七
●
ギ
を
国
が
み
る
過
疎
債

を
重
点
に
借
り
人
れ
、
１１‥
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

歳
出
で
は
総
務
費
が
最
も
多
く
、
四

億
二
千
九
百
四
十
八
万
円
で
、
構
成
比

一
人

・
六
拌
。
以
ド
、
教
育
費
の
山

は

八
百
六
十
六
万
円

（構
成
比
　
Ｌ

・
三

拌
）
、
公
債
費
の
二
億
三
千
四
百
一
十

八
万
円

（構
成
比

．
四

ｌ

警
）
、
農

林
水
産
業
費
の
１
億
千
‥
百
五
―

．
万

円

（構
成
比

一
―

・
三
軒
）
、
Ｌ
木
費

の
三
は
四
千
百
八
Ｆ
万
円

（構
成
比

．

●

・
三
絆
）
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

対
前
年
度
比
仲
び
率
の
最
も
大
き
い

の
は
消
防
費
の
　
四
四

・
ニ
キ
、
こ
れ

は
町
内
企
域
を
カ
バ
ー
す
る
防
災
無
級

設
備
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
で

す
。■
に
伸
び
率
が

マ
イ
ナ
ス
を
示
し
た

の
は
、
商
Ｉ
費
の
マ
イ
ナ
ス
四
■

・
七

絆
、
次
に
災
害
復
―――
費
の
マ
イ
ナ
ス
ー

一
。
一
ギ
、
農
林
水
産
業
資
の
マ
イ
ナ

ス
ー
．
・
四
軒
な
ど
で
す
。

六
卜
年
度
の
■
な
事
業
は
次
の
と
お

り
で
す
０

俳
句

を
作

り
ま

せ
ん
か

河
原

。
味
鳥

　

ル後

　

一朦
　
　
　
　
山風

降
る
雨
に
姿
消
え
た
り
雪
辻
略

う
ぐ
い
す
の
‐―――
（ひ
と
Ｈ
に
て
戻
り
寒

振
り
か
え
り
振
り
か
え
り
つ
つ
枝
ド
し

も
の
の
■
の
立
ち
仲
ぶ
を
見
る
牛
儀
の
＝

雨
つ
づ
き
晴
剛
見
る
な
り
布
団
Ｆ
し

春
泥
や
踏
み
て
戸
惑
ふ
仔
牛
か
な

雨
の
夜
に
恋
す
る
猫
の
声
せ
わ
し

停
車
場
の
枝
重
柳
に
人
ひ
と
り

雨
吼
れ
に
弾
み
あ
り
て
春
の
雨

奥
阿
蘇
も
本
来
り
な
ん
今
日
の
雨

歳 入 予 算
契
約
書
の
末
尾
に
は
、
だ

い

た

い

「本
契
約
の
成
立
を
証
す
る
た
め
、
本

書
二
通
を
作
成
し
…
…
」
と
い
う
文
章

が
は
い
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

明
ら
か
な
よ
う
に
、
契
約
書
は
、
契
約

書
に
記
載
さ
れ
た
内
容
の
契
約
が
成
立

し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
だ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
契
約
書

に
は
、
不
動
産
の
売
買
契
約
書
の
よ
う

に
署
名
と
実
印
に
よ
る
捺
印
が
さ
れ
る

の
が
普
通
で
す
。

（
た
だ
し
、
契
約
書

に
押
す
印
鑑
は
実
印
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
）

し
か
し
、
だ
れ
が
契
約
し
た
か
を
明

ら
か
に
す
る
と
い
う
契
約
書
の
本
来
の

目
的
か
ら
い
え
ば
署
名
だ
け
で
い
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
当
然
考
え

ら
れ
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
印
鑑
は
偽

造
が
で
き
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。
そ
の

点
、
署
名
は
本
人
で
な
け
れ
ば
で
き
な

い
こ
と
で
す
し
、
本
人
を
特
定
す
る
に

も
間
違
い
の
な
い
方
法
だ
と
い
え
る
か

ら
で
す
。

と
こ
ろ
が

″
ハ
ン
コ
王
国
″
の
わ
が

国
の
実
情
は
印
鑑
を
押
す
こ
と
を
ま
ず

重
ん
じ
て
い
ま
す
の
で
、
契
約
書
に
は

契
約
当
事
者
が
必
ず
７
名
捺
印
を
す
べ

き
だ
と
い
え
ま
し
よ
う
の
こ
の
署
名
捺

印
に
は

「契
約
当
事
者
の
意
思
に
基
づ

く
、
間
違
い
の
な
い
契
約
の
成
立
」
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
．
特
に
捺
印
に

は

一
意
志
の
証
明
」

一
意
志
の
確
認
」

と
い
う
重
要
な
役
割
を
持
た
せ
て
い
る

と
さ
え
い
っ
て
い
い
の
で
す
か
ら
、
あ

Ｌ
に
な

っ
て

「
そ
の
よ
う
な
契
約
は
結

ん
だ
覚
え
が
な
い
」
Ｌ
■
張
し
て
も
、

７
名
捺
印
し
て
い
れ
ば
そ
の
主
張
が
入

れ
ら
れ
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
薄
い
の

で
す
ｃ
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契
約
書
の
捺
印
は
最
後
に

人
で
で
き
る
。
い
つ
ど
こ
で
で
も
で
き

る
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、　
一

昨
年
の
町
文
化
協
会
総
会
後
に
講
演
さ

れ
た
安
永
蕗
子
さ
ん
も

「何
で
も
書
き

残
す
こ
と
、
作
っ
て
喜
ぶ
こ
と
」
を
し

き
り
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

町
内
の
句
会
の
無
い
地
区
の
皆
さ
ん

に
句
会
を
作
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

出
人
の
お
詑
び
と
消

火

。
お
見
舞
の
お
礼

二
月
十
二
日
未
明
の
出
火
に
際
し
ま

し
て
、
皆
様
に
た
い
へ
ん
ご
逃
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
ｃ
ま
た
消
防
団
の
方
々

に
は
献
身
的
な
消
火
活
動
に
努
め
て
い

た
だ
き
家
内

一
同
深
く
感
謝
中
し
上
げ

ま
す
ｃ
そ
の
う
え
、
各
方
面
か
ら
た
く
さ
ん

の
お
見
舞
い
ま
で
し
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ｃ

実
は
早
速
、
戸
別
に
お
伺
い
し
て
お

礼
を
中
し
述
べ
る
の
が
本
筋
で
す
が
、

と
り
あ
え
ず
町
広
報
紙
を
お
借
り
し
て

お
礼
と
ご
あ
い
さ
つ
を
中
し

上

げ

ま

す
。
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